
●７月から資源ごみ分別収集が10品目に…………………２

●水道事業会計の状況………………………………………３

●清水沢小学校大規模改造工事が始まります……………４
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５月１６日、滝ノ上のメロン農家、永沼哲明さん方で夕張メロンの収穫が始まった。
「今年は、低温と日照不足の心配があったが、品質は例年どおり、自信を持って出せるメロ
ンができた」
生産を始めてから５０周年の年。全国の皆さんに愛され続けるメロンを今年も届けます。

��������	
�����



　

７
月
か
ら
、
資
源
ご
み
の
分
別
収
集
が
、

現
在
の
７
品
目
か
ら　

品
目
に
変
わ
り
ま
す
。

10

　

現
在
実
施
し
て
い
る
７
品
目

空
き
缶
（
①
ア
ル
ミ
缶
・
②
ス
チ
ー
ル
缶
）

　

つ
ぶ
さ
な
い
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。
乾
か

し
て
ひ
と
つ
の
袋
に
ま
と
め
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
③
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）

　

つ
ぶ
し
た
り
、
切
っ
た
り
し
な
い
で
出
し

て
く
だ
さ
い
。「
キ
ャ
ッ
プ
」と「
ラ
ベ
ル
」は
、

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

ガ
ラ
ス
び
ん
（
④
無
色
・
⑤
茶
色
・
⑥
そ
の

他
）

　

び
ん
に
直
接
貼
ら
れ
て
い
る
ラ
ベ
ル
や
口

の
部
分
に
付
い
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
無

理
に
外
さ
な
い
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
以
外
の

キ
ャ
ッ
プ
は
一
般
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

紙
製
容
器
（
⑦
紙
パ
ッ
ク
〜
中
が
ア
ル
ミ
箔

の
も
の
は
除
き
ま
す
）

　

汚
れ
が
落
ち
な
い
も
の
は
、
一
般
ご
み
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。
キ
ャ
ッ
プ
が
付
い
て
い

る
場
合
は
、
キ
ャ
ッ
プ
は
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
」
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
加
わ
る
３
品
目

⑧
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

　

白
色
ト
レ
イ
だ
け
を
別
の
袋
に
入
れ
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。
柄
・
色
物
の
ト
レ
イ
は
他

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
と
一
緒
に
袋

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

フ
ィ
ル
ム
や
ラ
ッ
プ
に
付
い
て
い
る
価
格

の
シ
ー
ル
な
ど
簡
単
に
取
り
除
け
な
い
物
は

そ
の
ま
ま
出
し
て
く
だ
さ
い
。
カ
ッ
プ
麺
の

容
器
に
は
、
紙
製
の
物
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

⑨
紙
製
容
器
包
装

　

テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
お
菓
子
の
箱
は
、
取
り
出

し
口
の
部
分
な
ど
の
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
は
は
が

し
て
、開
い
て
束
ね
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑩
ダ
ン
ボ
ー
ル

　

ガ
ム
テ
ー
プ
や
金
具
は
必
ず
外
し
て
十
字

に
縛
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
汚
れ
が
ひ
ど

い
物
は
、
一
般
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
、
５
月
に
配
布
し
た
「
ご
み
分

別
辞
典
」
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
０
８
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６月の日時会 場地 区

午後６時１日栄アパート集会所

本 庁 地 区

午後２時４日アディーレ会館ゆうばり

午後６時８日末広集会所（翔アパート）

午後６時14日鹿の谷生活館

午後６時15日富野生活館

午後２時９日はまなす会館若 菜 地 区

午後６時２日清水沢生活館

清水沢地区
午後６時10日宮前清栄生活館

午後２時18日清陵町さわやかホール

午後２時21日南清水沢生活館

午後６時４日岳見町集会所南 部 地 区

午後２時11日農業研修センター
沼ノ沢地区

午後６時16日真谷地生活館

午後２時７日紅葉山会館
紅葉山地区

午後６時17日楓集会所

６月の説明会日程

※当日、会場が使用できない場合がありますので、確認ください。



《
配
水
施
設
整
備
事
業
》

　

こ
の
事
業
は
円
滑
な
給
水
を
行
う
た
め
、

配
水
管
な
ど
の
施
設
を
計
画
的
に
整
備
す
る

も
の
で
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
配
水
施
設
整
備
事
業
と

21

し
て
南
部
新
光
町
配
水
管
更
新
工
事
、
南
清

水
沢
３
丁
目
配
水
管
整
備
工
事
、
昭
和
第
一

配
水
池
水
位
計
更
新
工
事
、
沼
ノ
沢
流
量
計

更
新
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

《
メ
ー
タ
ー
更
新
事
業
》

　

こ
の
事
業
は
有
効
期
限
の
満
了
と
な
る
お

客
様
の
水
道
メ
ー
タ
ー
を
交
換
す
る
も
の
で

す
。
平
成　

年
度
は
、
社
光
、
鹿
の
谷
、
若

21

菜
、
千
代
田
、
平
和
、
清
水
沢
、
南
清
水
沢
、

南
部
、
真
谷
地
、
紅
葉
山
、
登
川
、
滝
ノ
上

地
区
の
１
、
６
３
６
個
の
交
換
を
行
い　

月
10

　

日
完
了
し
ま
し
た
。
事
業
費
は
一
般
財
源

26で
３
４
、
０
７
２
千
円
で
し
た
。

《
給
水
工
事
》

　

水
道
の
新
設
、
移
設
、
増
設
及
び
仮
設
の

た
め
の
給
水
工
事
を　

件
実
施
し
ま
し
た
。

30

《
水
質
検
査
》

　

市
民
の
み
な
さ
ん
に
安
全
で
良
質
な
水
を

飲
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
毎
月
定
期
的
に
各

浄
水
場
と
各
地
区
の
給
水
栓
の
水
質
検
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
異
常
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

平
成　

年
度
事
業
の
予
定（
建
設
改
良
工
事
）

22

《
配
水
施
設
整
備
事
業
》

・
南
清
水
沢
３
丁
目
配
水
管
整
備
工
事
（
そ

の
２
）　

８
月
〜　

月
11

・
ポ
ン
プ
場
モ
ー
タ
整
備
工
事　

６
月
〜
９

月
・
昭
和
第
２
配
水
池
電
動
弁
更
新
工
事　

６

月
〜　

月
11

・
遠
幌
配
水
池
流
量
計
更
新
工
事　

６
月
〜

　

月
11

・
真
谷
地
配
水
池
水
位
計
更
新
工
事　

７
月

〜　

月
11

・
若
菜
減
圧
弁
室
テ
レ
メ
ー
タ
装
置
更
新
工

事　

７
月
〜　

月
11

・
沼
ノ
沢
市
街
定
圧
弁
取
替
工
事　

９
月
〜

　

月
11

《
メ
ー
タ
ー
更
新
事
業
》

　

市
内
全
域
の
有
効
期
限
の
満
了
と
な
る
水

道
メ
ー
タ
ー
８
６
８
個
を
交
換
。

事
業
予
定
量

①
給
水
件
数
５
、
７
３
２
件　

②
臨
時
計
量

栓
数　

件　

③
特
別
計
量
栓
数
１
件　

④
総

11

配
水
量
１
、
４
８
６
、
５
５
５�
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　水道事業の平成21年度下期（平成21年
10月１日から平成22年３月31日まで）の
業務の状況と平成22年度の予算概要をお
知らせします。
～問合せ先～
市上下水道グループ　�５２－３１５２

�配水状況

（平成22年３月31日現在）

平成22年度水道事業会計

支　　　　出収　　　　入
301,496水道事業費381,765水道事業収益
252,307※営業費用363,738※営業収益
48,989※営業外費用18,027※営業外収益
200※予備費

�収益的収入及び支出の予定額
（単位：千円）

�資本的収入及び支出の予定額

支　　　　出収　　　　入
273,541資本的支出50,208資本的収入
94,621※建設改良費37,300※企　業　債
167,920※企業債償還金12,908※他会計補助金
11,000※長期借入返還金

（単位：千円）

��������	

執　行　済　額区　　　　　　分

給水のための収益的収支
398,341千円　　　　　収益的収入
284,089千円　　　　　収益的支出

配水施設などを整備する
ための資本的収支

665,300千円　　　　　資本的収入
857,096千円　　　　　資本的支出
5,401,399千円２．資 産 の 現 在 高

1,521,910千円３．企 業 債 の 現 在 高

�経理の状況

日平均水量総配水量

3,812�693,868�

（平成22年３月31日現在）

�給水状況
１．給水件数と給水人口

人　　口件　　数

11,247人5,766件

（平成22年３月31日現在）

２．用途別使用水量

構成比（％）使用水量（�）種　別

52.8317,709家 事 用
28.1168,799業 務 用
9.255,338浴 場 用
0.21,115臨 時 用
9.758,074特 別 計 量

100.0601,035計

（平成22年３月31日現在）
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市
内
小
・
中
学
校
の
１
校
化
の
方
針
に
基

づ
き
、
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
昨
年
６
月
か

ら
大
規
模
改
造
工
事
を
行
い
、
本
年
４
月
に

「
夕
張
中
学
校
」
が
開
校
し
ま
し
た
。

　

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
来
年
４
月
の
「
ゆ

う
ば
り
小
学
校
」
開
校
に
向
け
、
中
学
校
と

同
様
に
改
修
を
行
う
た
め
、
校
舎
や
屋
体
の

工
事
に
つ
い
て
５
月　

日
に
入
札
を
実
施
し

14

ま
し
た
。

　

５
月　

日
の
第
２
回
臨
時
市
議
会
に
お
い

24

て
、「
清
水
沢
小
学
校
大
規
模
改
造
工
事
の

請
負
契
約
締
結
」
に
つ
い
て
議
決
さ
れ
、
６

月
か
ら
工
事
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

工
事
内
容
の
詳
細
な
ど
に
つ
い
て
は
、
次

号
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
が
、
概
要
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

工
事
期
間
（
予
定
）

校
舎
、
屋
体　
 
平
成　

年
６
月
上
旬
〜　

年

22

23

３
月
下
旬

外
構　

平
成　

年
５
月
下
旬
〜　

月
下
旬

22

11

現
在
の
清
水
沢
小
学
校
の
概
要

校
舎

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造　

地
上
３
階　

３
、

５
０
６
㎡

屋
体

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
一
部
鉄
骨
造　

地
上

２
階　

１
、
０
９
２
㎡

敷
地
面
積　

２
８
、
６
７
１
㎡

工
事
実
施
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方

■
安
全
性
の
確
保

・
児
童
の
安
全
性
の
確
保
と
地
域
防
災
拠
点

（
避
難
所
）
と
し
て
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

・
バ
ス
通
学
す
る
児
童
の
安
全
の
た
め
、
学

校
構
内
に
バ
ス
侵
入
路
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

・
専
用
の
歩
道
を
整
備
し
、
駐
車
場
を
拡
張

し
ま
す
。

■
耐
久
性
と
教
育
環
境
の
質
的
な
向
上

・
建
物
の
屋
上
防
水
・
外
壁
・
外
部
建
具
の

改
修
に
よ
る
耐
久
性
の
回
復
を
図
り
ま
す
。

・
断
熱
改
修
・
各
教
室
の
内
部
改
修
な
ど
に

よ
る
室
内
環
境
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

・
老
朽
化
し
た
暖
房
、
給
排
水
、
電
気
設
備

な
ど
省
エ
ネ
・
環
境
対
策
に
配
慮
し
た
整
備

を
行
い
ま
す
。

■
福
祉
環
境
の
充
実

・
多
目
的
ト
イ
レ
、
ス
ロ
ー
プ
の
新
設
、
特

別
支
援
教
室
の
改
修
な
ど
、
障
が
い
を
持
つ

児
童
が
支
障
な
く
安
全
に
学
校
生
活
を
送
る

た
め
の
環
境
整
備
を
行
い
ま
す
。

・
空
教
室
を
活
用
し
た
学
童
保
育
所
と
母
子

通
園
セ
ン
タ
ー
（
こ
と
ば
の
教
室
）
の
移
設

整
備
を
行
い
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
児
童
の
安
全
確
保
に
つ

い
て
細
心
の
注
意
を
払
い
、
学
校
生
活
へ
の

影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
よ
う
取
り
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
教
育
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
６
６
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�
マ
イ
マ
イ
ガ
の
生
態
は

　

５
月
中
頃
か
ら
、
街
灯
、
壁
、
木
の
幹

な
ど
に
産
ま
れ
た
卵
か
ら
「
ふ
化
」
し
、

幼
虫
（
毛
虫
）
に
な
り
ま
す
。

　

初
期
の
幼
虫
は
「
ブ
ラ
ン
コ
ケ
ム
シ
」

と
も
呼
ば
れ
、
糸
を
は
い
て
ぶ
ら
下
が
り
、

風
に
乗
っ
て
移
動
し
、
樹
木
の
葉
を
食
べ

成
長
し
ま
す
。

�
マ
イ
マ
イ
ガ
の
駆
除
方
法

・
卵
の
か
た
ま
り
を
除
去
す
る
時
は
、
卵

の
飛
散
に
備
え
、
マ
ス
ク
や
手
袋
を
し
、

ヘ
ラ
な
ど
で
そ
ぎ
落
し
を
す
る
か
、
ガ
ム

テ
ー
プ
な
ど
の
粘
着
テ
ー
プ
で
、
は
ぎ
取

り
ま
す
。

・
幼
虫
の
初
期
（
体
長
１
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
程
度
ま
で
）
は
、
市
販
の
殺
虫
剤
で
駆

除
で
き
ま
す
。

�
注
意
す
る
こ
と
は

・
幼
虫
に
触
れ
る
と
体
毛
な
ど
が
刺
さ
り
、

炎
症
や
発
疹
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

触
れ
た
場
合
は
、
そ
の
部
分
を
こ
す
ら

ず
に
、
水
で
洗
い
流
す
か
、
セ
ロ
テ
ー
プ

な
ど
の
粘
着
テ
ー
プ
を
そ
っ
と
当
て
て
、

体
毛
な
ど
を
取
り
除
き
、
そ
の
後
、
炎
症

止
め
の
薬
を
塗
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
初
期
の
幼
虫
は
、
風
に
乗
っ
て
移
動
し

ま
す
。
網
戸
に
よ
る
屋
内
へ
の
侵
入
防
止
、

帰
宅
時
の
着
衣
や
洗
濯
物
に
黒
い
毛
虫
が

付
い
て
い
な
い
か
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
０
８
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市
役
所
の
閉
庁
時
の
戸
籍
届
出
は
、

夜
間
・
休
日
で
も
取
扱
い
し
て
い
ま

す
。

夜
間
の
場
合

　

夜
間
の
戸
籍
の
届
出
（
婚
姻
、
離

婚
、
出
生
）
は
、
消
防
署
（
清
水
沢

宮
前
町　
�
　

―
４
１
２
２
）
で
受

53

付
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
死
亡
届
は
受
付
し
て
い

ま
せ
ん
。

平
日
夜
間　

午
後
５
時　

分
〜

30

　
　
　
　
　

翌
朝
午
前
８
時　

分
ま

45

で

休
日
夜
間　

午
後
５
時　

分
〜

30

　
　
　
　
　

翌
朝
午
前
８
時　

分
ま

30

で

休
日
の
場
合

　

休
日
の
戸
籍
の
届
出
（
婚
姻
、
離

婚
、
出
生
、
死
亡
）
の
受
付
と
火
葬

許
可
証
の
交
付
は
、
市
役
所
本
庁
と

南
支
所
で
取
扱
い
し
て
い
ま
す
。

本
庁
の
日
直　

午
前
８
時　

分
〜
午

30

後
５
時　

分
ま
で

30

南
支
所
の
日
直　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時　

分
ま
で

30

（
土
曜
日
、
祝
祭
日
も
受
付
し
ま
し

ま
す
。
た
だ
し
、
日
曜
日
、
年
末
年

始
は
休
み
ま
す
。）

問
合
せ
先　

市
市
民
保
険
グ
ル
―
プ

　
�
　

―
３
１
０
４ 
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《
社
会
福
祉
法
人
等
利
用
者
負
担
軽

減
認
定
》（
前
年
度
認
定
者
の
有
効
期

限　

平
成　

年
５
月　

日
）

22

31

　

社
会
福
祉
法
人
が
行
っ
て
い
る
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方

の
利
用
料
の
自
己
負
担
を
軽
減
す
る

制
度
で
す
。

　

前
年
度
に
認
定
さ
れ
て
い
る
方
に

は
、
市
か
ら
更
新
の
お
知
ら
せ
を
し

て
い
ま
す
。

該
当
と
な
る
方

①
年
金
収
入
が
単
身
世
帯
で
１
５
０

万
円
以
下
、
２
人
以
上
の
世
帯
に

つ
い
て
は
、
世
帯
員
が
１
人
増
え

る
毎
に　

万
円
を
加
算
し
た
額
以

50

下
で
あ
る
こ
と

②
預
貯
金
の
額
が
単
身
世
帯
で
３
５

０
万
円
以
下
、
２
人
以
上
の
世
帯

に
つ
い
て
は
、
世
帯
員
が
１
人
増

え
る
毎
に
１
０
０
万
円
を
加
算
し

た
額
以
下
で
あ
る
こ
と

③
自
宅
な
ど
日
常
生
活
の
た
め
に
必

要
な
資
産
以
外
の
資
産
を
持
っ
て

い
な
い
こ
と

④
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
（
課
税
世

帯
）
に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

⑤
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と

《
利
用
者
負
担
限
度
額
認
定
（
介
護

保
険
施
設
入
所
の
食
費
、
居
住
費
の

軽
減
》（
前
年
度
認
定
者
の
有
効
期
限

　

平
成　

年
６
月　

日
）

22

30

　

介
護
保
険
施
設
に
入
所
（
短
期
入

所
を
含
む
）
し
て
い
る
方
の
食
費
、

居
住
費
（
短
期
入
所
の
場
合
は
滞
在

費
）
の
自
己
負
担
を
軽
減
す
る
制
度

で
す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に

は
、
更
新
の
お
知
ら
せ
を
し
て
い
ま

す
。

　

新
た
に
社
会
福
祉
法
人
の
行
う

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
始
め
た
方
や
介

護
保
険
施
設
に
入
所
し
た
方
は
、
更

新
の
時
期
に
限
ら
ず
、
随
時
申
請
を

受
付
し
ま
す
の
で
、
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
保
健
介
護
グ
ル
ー
プ

（
介
護
福
祉
）　�
　

―
３
１
６
４
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『
ゆ
に
ガ
ー
デ
ン
＆
な
が
ぬ
ま
温

泉
バ
ス
ツ
ア
ー
』

と 
き　
 
７
月　

日 
午
前　

時　

分

14

10

30

〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

由
仁
町
・
長
沼
町
（
ゆ
に

ガ
ー
デ
ン
・
マ
オ
イ
の
丘
散
策
、
な

が
ぬ
ま
温
泉
入
浴
）

参
加
料　

２
、
０
０
０
円
（
子
ど
も

１
、
４
５
０
円
）
昼
食
ク
ー
ポ
ン
付

申
込
期
限　
 
６
月　

日
25

申
込
・
問
合
せ
先　

市
地
域
再
生
グ

ル
ー
プ　
�
　

―
３
１
４
１

52

����

夜
間
・
休
日
の
戸
籍
届
出

の
取
扱
い

南
空
知
再
発
見
バ
ス
ツ

ア
ー

介
護
保
険
各
種
利
用
者

負
担
軽
減
認
定
の
更
新

�� ��������	
	���

�

�

�

�
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現
在
、
国
・
北
海
道
で
自
殺

予
防
が
緊
急
的
に
強
化
す
べ
き

対
策
と
し
て
、
位
置
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
雇
用
不
安
も
相

ま
っ
て
自
殺
者
が
減
ら
な
い
状

況
で
す
。

　

夕
張
市
で
は
、
炭
鉱
特
有
の

地
域
の
つ
な
が
り
が
あ
り
、
か

つ
て
は
自
殺
の
少
な
い
地
域
で

し
た
が
、
こ
こ
数
年
自
殺
に
よ

る
死
亡
が
生
じ
て
お
り
、
高
齢

者
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま

す
。

　

市
の
保
健
師
に
数
件
の
相
談

ケ
ー
ス
も
あ
り
、　

代
か
ら　

40

50

代
の
男
性
の
方
が
多
い
状
況
で

す
。

　

全
国
的
に
も
自
殺
率
が
高
い

の
は
、
中
高
年
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

高
齢
者
で
は
、
心
身
の
衰
え

を
自
覚
し
や
す
く
環
境
の
変
化

の
た
め
、
う
つ
症
状
を
持
ち
や

す
く
な
り
ま
す
。「
思
う
よ
う

に
体
が
動
か
な
い
」「
同
年
代
の

訃
報
が
多
く
な
っ
た
」「
介
護
で

家
族
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な

い
」
な
ど
、
と
い
う
思
い
が
重

な
り
合
っ
て
う
つ
病
に
発
展
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

本
人
も
周
囲
も
年
だ
か
ら
仕

方
が
な
い
と
思
い
が
ち
で
、
気

分
の
落
ち
込
み
や
集
中
力
低
下
、

睡
眠
障
害
、
食
欲
減
退
な
ど
の

う
つ
病
の
典
型
的
な
症
状
も
現

れ
に
く
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は

認
知
症
と
混
同
さ
れ
見
落
と
さ

れ
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

注
意
す
べ
き
サ
イ
ン

▼
新
聞
を
読
ま
な
く
な
っ
た

▼
外
出
を
し
な
く
な
っ
た

▼
家
の
中
が
散
ら
か
っ
て
い
る

▼
以
前
よ
り
痩
せ
た

▼
テ
レ
ビ
を
見
な
く
な
っ
た

▼
口
数
が
減
っ
た

▼
上
の
空
で
あ
る

▼
急
に
呆
け
て
き
た
よ
う
な
気

が
す
る 

　

う
つ
病
は
、
早
期
発
見
が
大

切
で
す
。
こ
の
よ
う
な
サ
イ
ン

に
気
付
い
た
ら
相
談
く
だ
さ
い
。

市
保
健
介
護
グ
ル
ー
プ

　
�
　

―
３
１
０
６
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保
健
師　

永
澤
綾
子

・
・
・
・
・
・
・
・
・

　�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

を
開
催
し
ま
す
。

『
か
け
が
い
の
な
い
命
を
地
域

で
守
る
た
め
に
』、
詳
し
く
は
、

折
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�

�

�

�

�



《
市
営
・
道
営
住
宅
》

入
居
資
格

※
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

※
公
営
住
宅
法
等
で
定
め
た
収
入
基

準
以
下
の
方
（
み
な
し
特
公
賃
住
宅

は
除
く
）

※
地
方
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

※
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

一
般
公
募
【
一
般
住
宅
】

賃
貸
住
宅　

憩
２
（
宮
前
町
）

 
１
戸
（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
） 

１
戸
（
３
Ｌ

Ｄ
Ｋ
）

申
込
期
限　

一
般
公
募 
６
月　

日
11

随
時
公
募
【
一
般
住
宅
】

市
営
住
宅　

戸
／
道
営
住
宅　

戸

39

14

【
み
な
し
特
公
賃
住
宅
】（
収
入
基
準

を
上
回
る
方
が
対
象
）

市
営
住
宅
（
千
代
田
地
区
） 

１
戸

住
宅
使
用
料　

入
居
を
希
望
す
る
住

宅
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

市
農
林
建
設
グ

ル
ー
プ
ま
た
は
南
支
所 

　
�
　

│
３
１
１
９
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現
在
、
子
ど
も
手
当
を
受
け
て
い

る
方
（
平
成　

年
４
月
１
日
に
こ
ど

22

も
手
当
支
給
要
件
に
該
当
す
る
方
で

新
た
に
認
定
請
求
を
さ
れ
た
方
以

外
）
は
、「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
手
当
の

現
況
届
対
象
者
に
は
、
６
月　

日
に

11

現
況
届
書
を
発
送
し
ま
す
。

　

こ
の
届
出
が
な
け
れ
ば
、
６
月
以

降
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

６
月　

日
〜　

日

21

30

必
要
な
書
類

◎
受
給
者
本
人
の
健
康
保
険
被
保
険

者
証
の
写
し

◎
子
ど
も
と
別
居
し
て
い
る
方
は
、

請
求
書
と
は
別
に
申
立
書
と
子
ど
も

の
世
帯
全
員
の
住
民
票
な
ど
が
必
要

で
す
の
で
、
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

提
出
先　

市
生
活
福
祉
グ
ル
ー
プ
・

南
支
所
・
各
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
１
０
５
９

52

応
募
資
格

�
経
済
的
理
由
で
学
費
の
支
払
い
が

困
難
な
方

�
大
学
生
、
短
期
大
学
生
、
高
等
専

門
学
校
４
年
生
以
上
の
在
学
生
、
専

修
学
校
専
門
課
程
の
在
学
生

奨
学
資
金
貸
付
金
額

月
額
２
万
円
以
内
（
無
利
子
）

償
還
期
間

　

卒
業
後
６
ヶ
月
後
か
ら　

年
以
内
。

10

た
だ
し
、　

年
間
の
う
ち
夕
張
市
内

10

で
継
続
し
て
５
年
以
上
事
業
を
営
む

か
、
事
業
所
に
勤
務
し
た
時
は
、
貸

付
を
受
け
た
額
の
半
額
を
免
除
し
ま

す
。

募
集
期
間　

６
月　

日
ま
で

30

募
集
人
数　

３
名
程
度

申
込
・
問
合
せ
先　

市
教
育
グ
ル
ー

プ　
�
　

│
３
１
６
６
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葬
斎
苑
で
は
、
３
基
あ
る
火
葬
炉

の
う
ち
、
２
基
の
火
葬
炉
煙
道
補
修

工
事
を
行
い
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
１
基
の
み
の
稼

働
と
な
る
た
め
、
葬
儀
時
刻
な
ど
の

調
整
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
期
間　

６
月　

日
（
予
定
）
ま

21

で問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
０
８ 

52

　

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー
（
清
水
沢
）

で
は
、
暖
房
設
備
機
器
と
窓
の
一
部

の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
に
利
用
さ
れ
る
場
合

ご
迷
惑
を
か
け
ま
す
が
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

工
事
期
間　

６
月
５
日
〜
９
月　

日
30

（
予
定
）

問
合
せ
先　

市
南
支
所

　
�
　

│
６
１
１
１

59

お
忘
れ
な
く

子
ど
も
手
当
現
況
届
の
提
出

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー
暖
房
機
器

な
ど
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す

ご
協
力
く
だ
さ
い

葬
斎
苑
の
火
葬
炉
改
修
工

事
を
行
い
ま
す

����������	
	����

入
居
者
募
集

平
成　

年
度
奨
学
生
を
募
集

22

���������	
�
平成22年度畜犬の登録と狂犬病の予防注射を実施します

接種時間会　　場月　日
　9：20～10：00宮前清栄生活館前

６月10日
10：30～11：00富野農協支所裏
11：10～11：30市民葬祭（常盤）
11：40～12：00旧市営末広プール横
　9：30～10：00遠幌郵便局横

６月11日

10：30～11：00沼ノ沢２部会館前
11：15～11：45沼ノ沢６部会館前
13：30～13：45真谷地６区集会所前
14：05～14：20楓生活館前
14：45～15：00滝ノ上駅前
　8：00～　8：40市役所駐車場内

６月12日
　8：50～　9：30鹿の谷郵便局前
　9：50～10：30リフレッシュセンター清陵前
10：40～11：20南清水沢生活館前
11：35～12：00南部市民体育館前
　8：00～　8：40若菜消防分団詰所横

６月13日
　9：00～　9：40清水沢駅横
　9：50～10：30南清水沢３丁目公園横
10：40～11：20農業研修センター前
11：30～12：00紅葉山会館前

�畜犬登録（新規）　3,000円（生涯１回）
�狂犬病予防注射　　3,040円（年１回）
�依頼注射　　日程、会場などで受けられない場合は、自宅
でも予防注射ができます。１件600円加算されます。
日程 　６月14日　市内全域
申込期限　６月８日（30件で締め切り）
申込・問合せ先　市環境生活グループ　�５２－３１０８

����



　

家
庭
に
い
る
お
か
あ
さ
ん
と
子
ど

も
を
対
象
に
保
育
園
を
開
放
し
ま
す
。

開
放
日　

６
月　

日
・　

日
／
７
月

16

23

７
日
・　

日
・　

日
／
８
月　

日
・

14

21

11

　

日
・　

日
／
９
月　

日
・　

日
・

18

25

15

22

　

日
／　

月
６
日
・　

日
・　

日
／

29

10

20

27

　

月　

日
・　

日
／　

月
８
日
・　

11

10

17

12

15

日
／
１
月　

日
・　

日
・　

日
／
２

12

19

27

月
９
日
・　

日
・　

日

16

23

時
間　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

15

11

15

参
加
料　

無
料
（
傷
害
保
険
料
と
し

て
一
人
１
回
に
つ
き
１
５
０
円
か
か

り
ま
す
。）

申
込
方
法　

希
望
す
る
園
に
開
放
日

の
前
日
ま
で
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

開
放
保
育
園
・
申
込
先

新
夕
張
保
育
園　
�
　

│
２
０
８
８

52

清
陵
保
育
園　
�
　

│
７
８
３
１

59

 
※
子
育
て
相
談
は
、
紅
葉
山
・
沼
ノ

沢
保
育
園
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
電
源
立
地
地
域
対
策

21

交
付
金
を
活
用
し
、
市
内
小
中
学
校

の
暖
房
用
燃
料
を
購
入
し
ま
し
た
。 

　

平
成　

年
度
か
ら
使
用
す
る
小
学

23

校
教
科
用
図
書
（
教
科
書
）
の
展
示

を
行
い
ま
す
。

展
示
期
間　

６
月　

日
〜
７
月
４
日

18

（
月
曜
日
は
休
館
）

火
曜
日
か
ら
金
曜
日
、
土
・
日
曜
日 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

分
30

と
こ
ろ　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先　

市
教
育
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
６
６

52

　

４
月
１
日
か
ら
雇
用
保
険
制
度
が

変
わ
り
ま
し
た
。

▼
非
正
規
労
働
者
の
方
の
雇
用
保
険

の
適
用
範
囲
が
拡
大
し
ま
し
た
。

　

新�
　

日
以
上
雇
用
見
込
み
が
あ

31

る
こ
と

　

旧�
６
ヶ
月
以
上
の
雇
用
見
込
み

が
あ
る
こ
と

▼
雇
用
保
険
料
率
の
変
更

 
こ
れ
ま
で
と
比
べ
保
険
料
率
が
、

１
０
０
０
分
の
４
・
５
引
上
げ
と
な

り
ま
し
た
。

▼
季
節
的
に
雇
用
さ
れ
る
方
の
適
用

要
件
の
緩
和

　

季
節
的
に
雇
用
さ
れ
る
方
で
次
の

い
ず
れ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場

合
は
、
短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
に

該
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
４
ヶ
月
を
超
え
る
雇
用
見
込
み
が

あ
る
こ
と

・
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
、
週

　

時
間
以
上
で
あ
る
こ
と

30▼
雇
用
保
険
に
未
加
入
と
さ
れ
た
方

の
遡
及
適
用
期
間
の
改
善
（
今
後
施

行
予
定
）

問
合
せ
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
夕
張

　
�
　

│
４
４
１
１

52

　

献
血
車
が
市
内
を
巡
回
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
６
月　

日
】

15

�
　

時
〜　

時 
市
役
所
前
（
本
町
）

10

13

�
　

時
〜　

時 
市
立
診
療
所
前
（
社

14

16

光
）

【
６
月　

日
】

22

�
　

時
〜　

時　

分 
農
協
本
部
前

10

11

30

（
沼
ノ
沢
）

�
　

時
〜　

時　

分 
㈱
ア
ク
リ

13

14

30

フ
ー
ズ
前
（
沼
ノ
沢
）

�
　

時
〜　

時 
清
光
園
前
（
南
清
水

15

16

沢
）

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
１
０
５
９

52

　
　

月
中
旬
ま
で
Ｊ
Ｒ
石
勝
線
（
沼

10
ノ
沢
〜
夕
張
間
）
で
Ｄ
Ｍ
Ｖ
（
デ
ュ

ア
ル
・
モ
ー
ド
・
ビ
ー
ク
ル
）
の
試

験
走
行
を
実
施
し
ま
す
。
踏
切
警
報

機
も
通
常
ど
お
り
鳴
り
ま
す
。

問
合
せ
先　
�
０
１
１
│
７
４
６
│

４
１
３
０

保
育
園
を
開
放

げ
ん
き
ル
ー
ム
を
開
設

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付

金
で
整
備
し
ま
し
た

雇
用
保
険
制
度
が
変
わ
り

ま
し
た

献
血
車
が
市
内
を

巡
回
し
ま
す

�� ��������	
	���

見
本
教
科
書
を
展
示
し
ま
す

�

�

�

�

�����������������������������������

�����������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

夜
間
の
Ｄ
Ｍ
Ｖ
試
験
走
行

��������
　消防署では、４月20日から30日までの「春の火災予防運動」期間

中に、75歳以上の世帯と独居の住宅138件の防火査察をしました。

　その結果、指導件数は、61件で多かったのは次のとおりです。

１．屋外490リットル灯油タンクの脚が固定されていない。

２．石油ストーブ用屋内煙突に可燃物が近い

３．ガスコンロに可燃物が近い

　今回の防火査察では、石油ストーブ、ガスコンロに可燃物が近

いという指摘が全体の４割を占めました。建物火災の場合、ガス

コンロからの火災が、原因第一位であることから、石油ストーブ、

ガスコンロの周りには燃えやすい物を置かないでください。

��������	
�

　住宅用火災警報器の義務化は、平成23年６月１日です。住宅用

火災警報器は、火災などから発生する熱や煙を感知して、警報音

が鳴り知らせてくれるので、火災を早期に気付くことができます。

　昨年、道内で発生した住宅火災の死者は37人で、約６割が逃げ

遅れによるものです。特に就寝中の「逃げ遅れ」による死者が多

いことから、住宅用火災警報器の早期設置をお願いします。

　最近、住宅用火災警報器の不適正取引と考えられる事例が発生

していますので、ご注意ください。

�消防署や市役所が火災警報器を販売することや業者に委託販売

することはありません。

�火災警報器は、ホームセンターや家電量販店、防災設備取扱店

などで購入することができ、資格がなくても取り付けることがで

きます。（電池タイプに限ります。）

不安に思ったら、まず消防署にご相談ください。

問合せ先　市消防署　�５３－４１２２

����



と
き　

６
月　

日 
午
後
２
時

27

と
こ
ろ　

老
人
福
祉
会
館

定
員　

２
０
０
名
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

出
演
者　

桂 
小
文
治
、
桂 
米
福
、
雷

門
花
助
、
春
風
亭
昇
吉
、
三
笑
亭
夢

太
朗
（
特
別
出
演
）
ほ
か

入
場
は
無
料
で
す
が
、
事
前
の
電
話

に
よ
る
申
込
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
合
せ
先 
市
教
育
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
６
６ 

52

と
き　
 
６
月　

日
ま
で
午
前
８
時

30

　

分
〜
午
後
５
時　

分

45

30

と
こ
ろ　

ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
あ
ず
ま
し
い
」（
市
庁
舎
２
階
）

問
合
せ
先　

市
教
育
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
６
６

52

と
き　

６
月　

日
〜
７
月
３
日

30

午
前　

時
〜
午
後
６
時
（
最
終
日
午

10

後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館

入
場
料　

無
料

問
合
せ
先　

市
教
育
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
６
６ 

52

　

親
子
で
一
緒
に
散
歩
、
外
遊
び
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　

６
月　

日
・　

日
／
７
月

10

24

　

日
・　

日
／
８
月
５
日
・　

日
／

15

28

18

９
月
２
日
／　

月　

日
／　

月　

日

10

14

11

11

／　

月　

日
／
１
月　

日

12

20

13

時
間　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

30

12

45

参
加
料　

無
料
（
傷
害
保
険
料
と
し

て
一
人
１
回
１
０
０
円
か
か
り
ま

す
）

申
込
方
法　

参
加
当
日
の
午
前
８
時

　

分
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

30だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先　

緑
ヶ
丘
保
育
園

　
�
　

│
１
７
０
０

52

　

一
緒
に
活
動
す
る
会
員
間
の
交
流

を
深
め
ま
せ
ん
か
。

と
き　
 
６
月
８
日　

午
後
４
時　
30

分
〜
５
時　

分
30

と
こ
ろ　

夕
張
高
等
養
護
学
校

参
加
料　

無
料

申
込
・
問
合
せ
先　

夕
張
高
等
養
護

学
校　
�
　

│
５
５
３
０ 

56

対
象
者　

高
次
脳
機
能
障
が
い
で
お

困
り
の
方
や
ご
家
族
の
方

相
談
内
容　

交
通
事
故
や
頭
部
の
ケ

ガ
、
脳
梗
塞
な
ど
脳
が
損
傷
を
受
け

た
後
、「
気
力
が
低
下
し
た
」「
怒

り
っ
ぽ
く
な
っ
た
」「
性
格
が
変
わ
っ

た
」
な
ど
『
高
次
脳
機
能
障
が
い
』

で
お
困
り
の
本
人
と
家
族
か
ら
の
相

談
を
受
け
ま
す
。

　

相
談
は
、
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。
月
〜
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除

く
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
受

付
し
ま
す
。

相
談
・
問
合
せ
先　

岩
見
沢
保
健
所 

子
ど
も
・
保
健
推
進
課
精
神
保
健
福

祉
係

　
�
０
１
２
６
│　

│
０
１
２
１

20

　

６
月　

日
か
ら
７
月
４
日
ま
で
は
、

28

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
強
化
週

間
」
で
す
。

　

札
幌
法
務
局
と
札
幌
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
い
じ
め
、
体
罰
、

虐
待
な
ど
の
相
談
に
電
話
で
応
じ
る

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
特
設

電
話
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
人
権
委
員
が
、
悩
み
を

聞
き
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
日
時　

６
月　

日
〜
７
月
２
日

28

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時 
７

30

月
３
〜
４
日　

午
前　

時
〜
午
後
５

10

時相
談
先

　
�
０
１
２
０
│
０
０
７
│
１
１
０

と
き　

６
月　

日 
午
前　

時
〜
午

27

11

後
２
時　

分
30

と
こ
ろ　

夕
張
友
酉
市
場
（
南
清
水

沢
４
丁
目
）

内
容　

メ
ロ
ン
即
売
会
、
模
擬
競
り

市
な
ど

問
合
せ
先　

実
行
委
員
会
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ゆ
う
ば
り
観
光
協
会
）

　
�
　

│
２
５
８
８

53
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次
号
、７
月
号
の
広
報
ゆ
う
ば
り

 
は
７
月
１
日
に
配
布
い
た
し
ま
す
。

メ
ロ
ン
夫
妻 
小
林
和
拓
・

都
絵
画
作
品
展

Ｃ
Ｏ 
Ｃ
Ｏ 
フ
レ
活
動
計
画

〜
顔
合
わ
せ
交
流
会
〜

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

特
設
電
話
相
談
所
開
設
し
ま
す

���������	


人　口 11,136人（－　77人）　
　男 5,196人（－　41人）　
　女 5,940人（－　36人）　
世帯数 6,062世帯（－14世帯）

（　）は前月比

������
�������� �����平成19年９月22日生まれ

���

�������� �����平成21年９月16日生まれ
���

滝
ノ
上

父・勇介さん　　母・亜理沙さん

　このコーナーに掲載する乳幼児の写真をお待ち
しています。
�送り先　総務グループ（�52－3170）

����������	
	����

特
選
ゆ
う
ば
り
若
手
落
語
会

第　

回
記
念 
雪
月
花
展

40

げ
ん
キ
ッ
ズ
を
開
催

高
次
脳
機
能
障
が
い
に

関
す
る
相
談
を
実
施
し
ま
す

夕
張
メ
ロ
ン
ま
つ
り

�

�


